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令和５年度 令和５年度 敬老メッセージ敬老メッセージ
　今　今日まで、池田町を支え、発展させていただきました大先輩の皆日まで、池田町を支え、発展させていただきました大先輩の皆さまさま、敬老の日を迎えられ誠に、敬老の日を迎えられ誠に
おめでとうございます。日本の輝かしい発展と郷土池田町の地域づくりに、そして、それぞれのおめでとうございます。日本の輝かしい発展と郷土池田町の地域づくりに、そして、それぞれの
ご家庭を支えてこられたご尽力に、心より敬意と感謝を申し上げます。ご家庭を支えてこられたご尽力に、心より敬意と感謝を申し上げます。

　　新型コロナウ新型コロナウイルイルスの感染もようやく収まりを見せ、制限が緩和されました。住民生活も、コロナスの感染もようやく収まりを見せ、制限が緩和されました。住民生活も、コロナ
前の日常を取り戻しつつあります。しかしながら、コロナウ前の日常を取り戻しつつあります。しかしながら、コロナウイイルスがなくなったわけではなく、ここルスがなくなったわけではなく、ここ
にきて徐々に感染が広まってきております。皆にきて徐々に感染が広まってきております。皆さまさま方には、感染対策に注意されるとともに、体調方には、感染対策に注意されるとともに、体調
管理には十分ご留意をいただくようお願いいたします。管理には十分ご留意をいただくようお願いいたします。

　ま　また、昨年起きました、ロシアによるウクライナへのた、昨年起きました、ロシアによるウクライナへの侵攻侵攻は、未だに戦争状態が続き、益々激しさは、未だに戦争状態が続き、益々激しさ
を増し世界を二分するような、終わりの見えない状況となっております。その為、我が国にも、燃料、を増し世界を二分するような、終わりの見えない状況となっております。その為、我が国にも、燃料、
食品、農業資材など諸物価の高騰が続き、日常生活に多大の影響をもたらしておりますが、ウクライ食品、農業資材など諸物価の高騰が続き、日常生活に多大の影響をもたらしておりますが、ウクライ
ナの皆さんの悲惨な状況を見ますと、一日も早い終息を願うばかりであります。ナの皆さんの悲惨な状況を見ますと、一日も早い終息を願うばかりであります。

　　さて、町では、行財政改革が進み、令和４年度決算では町民の皆さて、町では、行財政改革が進み、令和４年度決算では町民の皆さまさまののごご理解、ご協力のお理解、ご協力のお陰陰でで
借借金の返済は多いものの、基金状況は平成 28 年度並みに回復し、厳しい状況金の返済は多いものの、基金状況は平成 28 年度並みに回復し、厳しい状況がが続いてはおりますが、続いてはおりますが、
財政の安定化が見通せる状況となって参りました。ふるさと納税は財政の安定化が見通せる状況となって参りました。ふるさと納税は令和３令和３年度に続き 1 億円を突破年度に続き 1 億円を突破
し、財政に大きく貢献し、今後にも期待を感じているところであります。し、財政に大きく貢献し、今後にも期待を感じているところであります。

　　課題としましては、人口減少、少子化が急速に進んできております。その為、この度懸案でありま課題としましては、人口減少、少子化が急速に進んできております。その為、この度懸案でありま
した会染保育園について、池田保育園と統合する方向で検討に入りました。した会染保育園について、池田保育園と統合する方向で検討に入りました。

　　また、会染西部圃場の整備については、令和 7 年度までに完了する予定で着々と進められ、新たなまた、会染西部圃場の整備については、令和 7 年度までに完了する予定で着々と進められ、新たな
圃場では耕作が始まっていますし、非農用地の活用については、県との調整も大詰めを迎えており圃場では耕作が始まっていますし、非農用地の活用については、県との調整も大詰めを迎えており
ます。ます。農業問題では、地域おこし協力隊を募集し、現在 4農業問題では、地域おこし協力隊を募集し、現在 4 人人の採用が決まり、今後の農業の担い手の採用が決まり、今後の農業の担い手
として若い力の育成に取り組んで参ります。として若い力の育成に取り組んで参ります。

　　交通安全関係では、死亡事故ゼロ 3000 日を達成し、8 月１日現在 3200 日を超え継続中であります。交通安全関係では、死亡事故ゼロ 3000 日を達成し、8 月１日現在 3200 日を超え継続中であります。
皆皆さまさま方のご協力のお方のご協力のお陰陰と感謝申し上げますが、今後とも交通事故にはくれぐれもご注意お願いいたと感謝申し上げますが、今後とも交通事故にはくれぐれもご注意お願いいた
します。します。

　結　結びに、皆びに、皆さまさま方がお元気で、笑顔輝く毎日をお過ごしくださいますよう、心よりご祈念申し上げ、方がお元気で、笑顔輝く毎日をお過ごしくださいますよう、心よりご祈念申し上げ、
敬老の日にあたりましてのお祝いの言葉とさせていただきます。誠におめでとうございました。敬老の日にあたりましてのお祝いの言葉とさせていただきます。誠におめでとうございました。

池田町長



　

令
和
４
年
度
で
は
、
も
え
る
ご
み
処
理
費
用
と
し
て
約
１
８
０
０
万
円
を
施
設
組

合
に
支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
も
え
る
ご
み
を
削
減
し
、
処
理
費
用
を
抑
え
る
こ
と

は
、
財
政
状
況
の
改
善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
処
理
費
用
の
計
算
に
は
、
重
量
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
、
特
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

生
ご
み
を
も
え
る
ご
み
と
し
て
出
す
際
は
、
水
を
よ
く
絞
っ
て
か
ら
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
に
対
し
て
最
大
３
万
円
の
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
住
民
課
環
境
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

も
え
る
ご
み
袋
に
、
特
に
紙
ご
み
の
混
入
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
回
覧
文
書
や
チ

ラ
シ
、
メ
モ
用
紙
な
ど
の
雑
が
み
や
雑
誌
、
新
聞
紙
な
ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資

源
で
す
。

　

ま
た
、
紙
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
る
包
装
紙
も
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で
す
の
で
、

も
え
る
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
、
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紙
類
の
回
収
日
は
毎
月
第
２
土
曜
日
（
広
津
、
陸
郷
は
毎
月
第
１
水
曜
日
）

で
す
。

【
問
い
合
せ
先
】住
民
課  

環
境
係　

℡（
６
２
）２
２
０
３

　

①　

生
ご
み
は
水
を
絞
っ
て
軽
量
化

　

①　

生
ご
み
は
水
を
絞
っ
て
軽
量
化

　

②　

紙
ご
み
は
エ
コ
資
源
。
燃
や
さ
ず
分
別
！
リ
サ
イ
ク
ル
！　

　

②　

紙
ご
み
は
エ
コ
資
源
。
燃
や
さ
ず
分
別
！
リ
サ
イ
ク
ル
！　

〇
ご
み
削
減
ア
イ
デ
ア
を
募
集
中
‼

町
民
の
皆
さ
ま
が
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る
、
も
え
る
ご
み
削
減
の
た
め
の
ア

イ
デ
ア
や
実
践
例
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
は
、
広
報
や
町
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
に
掲
載
し
、
も
え
る

ご
み
削
減
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

池
田
町
は
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
加
盟
６
市
町
村
の
中
で
、

　

池
田
町
は
、
穂
高
広
域
施
設
組
合
加
盟
６
市
町
村
の
中
で
、

住
民
１
人
あ
た
り
の
「
も
え
る
ご
み
の
量
」
が
一
番
多
い
！

住
民
１
人
あ
た
り
の
「
も
え
る
ご
み
の
量
」
が
一
番
多
い
！

※
じ
ん
か
い
処
理
費
分
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地球温暖化防止　経費削減のため地球温暖化防止　経費削減のため
もえるごみ 50% 削減を目指しましょうもえるごみ 50% 削減を目指しましょう

麻績村 生坂村 筑北村 松川村 安曇野市 池田町 単位 kg

穂高広域施設組合加入市町村別
年間１人あたりのもえるごみ排出量（Ｒ４）

①人口割
40%

②均等割
10%

②均等割
10%

③実績
（出した分）割

50%



長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

第
３
位
！

小
型
ポ
ン
プ
の
部　

第
３
位
！

　

７
月
23
日
に
長
野
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

が
長
野
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
暑
い
中
で
の
各
チ
ー
ム
入
替
開
催
と

な
り
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
12
チ
ー
ム
の
競
技

で
、
池
田
町
の
第
２
分
団
１
部
が
第
３
位
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
２
カ
月
以
上
に
わ
た
る
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
大
北
地
区
代
表
と
し
て
無
事
大

会
を
終
え
ま
し
た
。
同
分
団
は
令
和
元
年
度
に

続
く
３
位
入
賞
で
す
。

太
田
信
裕　

第
２
分
団
長

　

５
月
初
頭
か

ら
操
法
の
練
習

を
始
め
、
県
大

会
３
位
と
い
う

成
績
を
残
し
ま

し
た
。
こ
れ
は

サ
ポ
ー
ト
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ま
に
よ
る
結

果
で
す
。
今
後

は
、
操
法
で
培
わ
れ
た
技
術
を
生
か
し
、
地

域
防
災
の
要
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

浅
井
鉄
典　

主
将

　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
通
し
て
感
じ
た
事
と

し
て
、
１
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
突
き
進
む

姿
は
輝
か
し
く
、
町
・
大
北
・
県
大
会
と
何

度
も
感
動
を
覚
え
、
努
力
と
い
う
も
の
は
人

の
心
を
動
か
す
も
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
回
出
場
し
た
選
手
や
団
の
方
々
か
ら
、

操
法
を
通
し
て
仲
間
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
選
手

の
み
ん
な
！　

君
た
ち
は
人
を

感
動
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
な
大
き

な
存
在
だ
よ
。

夢
を
あ
り
が
と

う
！　

感
動
を

あ
り
が
と
う
！

第
２
分
団
１
部
が

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
３
位
入
賞
！

防災に対する備えは大丈夫ですか？防災に対する備えは大丈夫ですか？
　

９
月
１
日
は
１
９
２
３
年
（
大
正
12

年
）
に
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日
で

あ
る
と
と
も
に
、
今
年
は
そ
の
日
か
ら

１
０
０
年
の
節
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

災
害
は
季
節
や
時
間
を
問
わ
ず
発
生

し
ま
す
。
近
年
は
災
害
の
頻
発
、
激
甚

化
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
災
害
に
対
す
る
備
え
は
大

丈
夫
で
す
か
？　

災
害
備
蓄
品
の
見
直

し
、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
住
民
一
人

ひ
と
り
の
防
災
行
動
計
画
）
で
の
避
難

想
定
、
夏
の
暑
さ
対
策
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
心
が
け
で
被
害
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

食
料
品
の
賞
味
期
限
確
認
、
懐
中
電

灯
の
電
池
の
残
量
確
認
、
家
族
数
の
変

更
な
ど
、
こ
の
機
会
に
見
直
し
て
い
た

だ
き
、
足
り
な
い
場
合
は
緊
急
で
備
え

て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
が
心
配
さ
れ
る
と
き
は
、
個
人

で
あ
ら
か
じ
め
予
定
し
て
い
る
安
全
な

場
所
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
１
日
は

９
月
１
日
は

防
災
の
日
で
す

防
災
の
日
で
す

▲防災備品の一例です

◀町ＨＰ
　防災情報

◀町ＨＰ
　マイタイムライン

◀消防庁
　地震防災マニュアル

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室　

℡（
６
２
）３
１
３
１

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室

℡（
６
２
）３
１
３
１
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出
場
し
た
第
２
分
団
１
部
の
コ
メ
ン
ト



○
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
池
田
町
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

和
宏
さ
ん
：
20
年
ほ
ど
前
、
転
勤
で
松
本
市
と
長
野
市
合
わ
せ
て
10
年
間
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
登

山
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
燕
岳
を
は
じ
め
と
し
た
色
々
な
山
に
登
り
、
い
つ
か
は
眺
め
の
良
い
と

こ
ろ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
か
ら
見
た
美
し
い
景
色
が
衝

撃
的
で
忘
れ
ら
れ
ず
、
時
を
経
て
今
年
２
月
の
移
住
案
内
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
時
は

仕
事
の
関
係
で
富
山
市
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
次
の
転
勤
の
打
診
が
あ
り
、
移
住

す
る
な
ら
今
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
ツ
ア
ー
の
時
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
賃
貸
物
件
と
ご
縁

が
あ
り
、
４
月
に
は
池
田
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

○
移
住
後
の
暮
ら
し
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

紋
さ
ん　

：
平
日
は
仕
事
、
土
日
は
登
山
や
大
家
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
畑
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
帰

り
、
畑
に
寄
っ
て
き
ゅ
う
り
を
収
穫
し
て
、
夜
ご
飯
で
食
べ
た
り
し
て
い
ま
す
。

○
趣
味
の
登
山
に
つ
い
て

　

紋
さ
ん　

：
今
度
、
北
ア
ル
プ
ス
最
奥
部
の
雲
ノ
平
へ
登
山
に
行
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
山
小
屋
の
予
約
を
し
た
り
道

具
を
揃
え
た
り
し
て
い
ま
す
。
高
山
以
外
に
も
、
鷹
狩
山
や
光

城
山
な
ど
の
低
山
の
登
山
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

○
池
田
町
の
魅
力
な
ど

　

和
宏
さ
ん
：
自
然
や
春
の
田
ん
ぼ
の
水
鏡
が
美
し
く
て
好
き
で
す
。
景
色
が

武
器
で
す
ね
。
あ
と
、
９
月
に
あ
る
八
幡
神
社
例
大
祭
で
は
、

山
車
（
舞
台
）
が
町
を
練
り
歩
く
と
聞
い
て
い
る
の
で
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

紋
さ
ん　

：
景
色
の
美
し
さ
と
人
の
温
か
さ
で
す
。皆
さ
ん
と
て
も
親
切
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。こ
の
地
に
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

vol.23
　

池
田
町
に
移
住
し
た
方
を
紹
介
し
ま
す
！

　

第
23
弾
は
、
町
の
移
住
案
内
ツ
ア
ー
に
参
加
後
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

で
移
住
さ
れ
た
熊
谷
さ
ん
ご
夫
妻
で
す
。

　

移
住
さ
れ
て
ま
だ
間
も
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
池
田
町
の
生
活
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
熊
谷
さ
ん
ご
夫
妻
。
心
温
ま
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
：
移
住
定
住
係　

武
林
・
川
上

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

移
住
定
住
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

熊
谷
熊
谷    
和
宏
和
宏    

さ
ん
（

さ
ん
（
4848
））
福
岡
県
出
身

　
　
　
　

    

紋紋あ
や
あ
や　　

    
さ
ん
（

さ
ん
（
4848
））
島
根
県
出
身

豊
町
在
住　

令
和
５
年
移
住

令和５年住宅・土地統計調査について令和５年住宅・土地統計調査について
　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
住
宅
・
土
地
の
現
状
を
明
ら

か
に
し
、
住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
あ
り
、
調

査
票
に
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳
格
に
保

護
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
に
は
、
９
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
、
調
査
員
が
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
の
で
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

回
答
方
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵
送
に
よ
る
回
答
が
可
能
で

す
。

　

調
査
に
関
し
て
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
課
企

画
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
統
計
局
で
は

　

総
務
省
統
計
局
で
は
1010
月
１
日
を
基
準
日
に

月
１
日
を
基
準
日
に

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す　

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

企
画
係　

℡（
６
２
）３
１
３
１

吾
妻
町
、
東
町
、
一
丁
目
、

二
丁
目
、
三
丁
目
、
内
鎌
、

林
中
、
和
合
、
坂
下
、
中
木

戸
、
南
台
、
広
津

右
記
地
区
の
世
帯
の
中
か
ら

無
作
為
に
抽
出
さ
れ
ま
す
。

対
象
地
区

対
象
地
区
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◆
活
動
の
窓
◆

　

町
内
の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
２
年

生
ま
で
を
対
象
と
し
て
地
域
学
習
な
ど

を
行
う
「
ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」

第
４
回
を
７
月
15
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

長
野
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

の
皆
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
カ
ル

タ
や
間
違
い
探
し
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
家

の
中
や
屋
外
で
の
危
険
な
場
所
や
行
動

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子

を
使
っ
た
防
災
食
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

り
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
と
ぴ
あ
」
相
談
窓
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
相
談

　

女
性
の
方
が
、
生
活
の
中
で
抱
え
て

い
る
悩
み
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
家
族

の
こ
と
、
夫
婦
の
こ
と
、
男
女
関
係
、

職
場
や
地
域
で
の
人
間
関
係
…

ま
ず
は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

解
決
の
糸
口
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
相
談

　

女
性
相
談
員
が
お
聴
き
し
ま
す
。

　

相
談
電
話
（
専
用
電
話
）

℡　

０
２
６
６
（
２
２
）
８
８
２
２

　

相
談
時
間

　

火
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分

専
門
相
談
（
予
約
制
）

　

法
律
相
談

　

女
性
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
お
電
話
を

℡　

０
２
６
６
（
２
２
）
８
８
２
２

男
性
の
た
め
の
相
談
（
電
話
相
談
）

　

つ
ら
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
男
性
だ
か
ら
…
と
、
追
い
詰
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
家
庭
、
夫
婦
、

人
間
関
係
、
生
き
方
な
ど
に
悩
む
男
性

か
ら
の
相
談
に
、
男
性
相
談
員
が
電
話

で
お
話
を
お
聴
き
し
ま
す
。

　

相
談
電
話
（
専
用
電
話
）

℡　

０
２
６
６
（
２
２
）
７
１
１
１

　

相
談
日
時

　

毎
週
金
曜
日
午
後
５
時
～
７
時

（
令
和
５
年
11
月
３
日
、
12
月
29

日
、
令
和
６
年
２
月
23
日
、
３
月
29

日
は
お
休
み
）

【
問
い
合
せ
先
】交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

℡（
６
２
）２
０
５
８

▲家の中での危険を学びます

ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

▲スナック菓子の防災食、
　味はどうかな？

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ピ
ア
ノ

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
ピ
ア
ノ

使
用
料
半
額
Ｄ
Ａ
Ｙ

使
用
料
半
額
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

日
頃
の
感
謝
を
込
め
ま
し
て
、
創
造
館
の
ス
タ
イ
ン

ウ
ェ
イ
・
ピ
ア
ノ
使
用
料
通
常
１
時
間
１
０
０
０
円
を

５
０
０
円
に
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
日
時
】

　

９
月
24
日
（
日
）
・
29
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間

　

お
ひ
と
り
１
日
２
時
間
ま
で

※
こ
の
他
に
別
途
ホ
ー
ル
使
用
料
１
時

間
５
０
０
円
（
町
民
２
５
０
円
）
と
、
冷
暖
房
費
は
ピ
ア

ノ
を
２
時
間
ご
利
用
に
限
り
、
通
常
２
時
間
２
０
０
０

円
を
半
額
の
１
０
０
０
円
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
せ
先
】創
造
館　

℡（
６
２
）６
０
６
５

創
造
館
陶
芸
教
室
開
催

創
造
館
陶
芸
教
室
開
催

　

安
曇
野
市
在
住
の
陶
芸
家
、
本
間
友
幸
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
土
の
温
も
り
を
感
じ
な
が

ら
、
手
び
ね
り
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
そ
ば
猪
口
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
９
月
14
日（
木
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
会
場
】
池
田
町
創
造
館　

創
作
室
②
③

【
費
用
】
５
０
０
０
円（
講
習
料
・
材
料
費
・
焼
成
代
含
む
）

　
　
　
　

※
そ
ば
猪
口
２
個
程
度
作
れ
ま
す

【
募
集
定
員
】
10
人　

（
先
着
順
）

【
申
込
締
め
切
り
】
９
月
８
日
（
金
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
手
拭
き
用
タ
オ
ル
・
飲
み
物

　

池
田
町
男
女
共
同
参
画

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら　
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☆開館時間　　火～金曜日・・・・午前 10 時～午後６時
　　　　　　　土・日曜日・・・・午前 ９ 時～午後５時
　　　　　　　月曜日以外の祝日・午前 ９ 時～午後５時
☆９月の休館日　4・11・18・25・26 日

（26 日は月末館内整理休館です）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

『
安
曇
野
キ
ル
ト
公
募
展
２
０
２
３
』

９
月
９
日
（
土
）
か
ら
開
催
！！

【
問
い
合
せ
先
】

　

北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館（
池
田
町
立
美
術
館
）

　

℡（
６
２
）６
６
０
０

　

本
年
度
で
15
年
目
を
迎

え
る
『
安
曇
野
キ
ル
ト
公

募
展
』
は
、
新
た
に
キ
ル

ト
作
家
の
野
沢
典
子
氏
を

審
査
員
に
迎
え
、
例
年
ど

お
り
、
安
曇
野
が
紅
葉
に

色
づ
く
季
節
に
開
催
し
ま

す
。

　

野
沢
氏
は
、
長
野
県
出

身
、
千
葉
県
在
住
で
、
財

団
法
人
余
暇
文
化
振
興
会

認
定
の
ミ
シ
ン
キ
ル
ト
ワ

ー
ク
教
授
資
格
を
取
得
。

ヴ
ォ
ー
グ
学
園
講
師
を
務

め
て
お
り
、
国
内
外
の
キ

ル
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

お
い
て
数
々
の
賞
を
受
賞

し
て
お
ら
れ
る
先
生
で

す
。

　

厳
正
な
審
査
を
通
過
し

た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
部
門
、

小
物
部
門
の
、
精
緻
で
多

彩
な
キ
ル
ト
作
品
の
数
々

を
、
作
者
の
一
針
一
針
に

込
め
ら
れ
た
想
い
と
共
に

展
示
し
ま
す
。

《
会　
　

期
》９
月
９
日（
土
）～
10
月
22
日（
日
）

《
休
館
日
》月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

　
　
　
　
　

９
月
19
日
（
火
）
・
10
月
10
日
（
火
）

《
開
館
時
間
》午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
午
後
４
時
30
分
）

《
会　
　

場
》企
画
展
示
室
Ａ・Ｂ

《
観
覧
料
》一
般
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
　
　
　
　

高
大
生
４
５
０
円（
３
５
０
円
）

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　
　

※（ 

）内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

▲「Mysterious Letter」野沢典子

川原 繁人 著
（ディスカヴァー・
トゥエンティワン）

著者が実際に小学校
でおこなった特別授業
を書籍化しました。

ひとっこひとり

くらやみヤミー その他の新着書
老いの地平線	 樋口恵子
可燃物	 米澤穂信
青瓜不動	 宮部みゆき
霜月記	 砂原浩太朗
鷹の惑い	 堂場瞬一
天災ものがたり	 門井慶喜
プレデター	 あさのあつこ
自然知能	 外山滋比古
山は輝いていた	 神長幹雄編

NHK 理想的本箱	 幅允孝
銃を置け、戦争を終わらせよう
	 高村薫
サクラサク、サクラチル	 辻堂ゆめ
図解でまるごと大解剖！コンビニの
しくみ	 小野寺崇
60 歳からの「働き方」と「お金」の正解
	 浦上登
コグニのはじまり	 いとうひろし
なにまってるの？	 accototo

東 直子 著
（双葉社）

日常で何気なく交わ
す言葉、「大丈夫」「ごめ
ん」「もういいよ」「なん
で？」などをテーマに綴
った短編集。言葉のセ
ンスがきらめく12 編。

イ ヨンリム さく
 たかはし まさこ やく

（ＢＬ出版）
良い子が眠りにつく頃

ヤミーはベッドの下から
ぬけだし、散歩におでか
け。韓国では、おやすみ絵
本としても人気です。

なぜ、おかしの名前は
パピプペポが多いのか？

－言語学者、小学生の質問に本気で答えるー 福田 幸広 写真
ゆうき えつこ 文 

（岩崎書店）
「生きた化石」と呼ば

れるカブトガニ。その産
卵と誕生の貴重な様子
をクローズアップ！ 

うまれたよ！カブトガニ
‐よみきかせいきものしゃしんえほん43‐
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梅
雨
も
明
け
本
格
的
な
夏
が
つ
い
に
到
来
し

ま
し
た
ね
。
連
日
猛
暑
の
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
的

に
流
れ
て
い
ま
す
が
、
熱
中
症
な
ど
に
は
十
分

気
を
付
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
夏
は
コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
を

受
け
て
初
め
て
の
夏
と
い
う
こ
と
で
最
近
の
夏

と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
て
旅
行
に
行
く
方
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
加
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が

各
地
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
池
田
町
に

移
住
し
て
き
て
３
年
目
で
す
が
、
移
住
当
初
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
な
ど

対
面
で
の
交
流
が
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
し

た
。
あ
る
時
は
、
全
国
の
協
力
隊
の
方
と
交
流

会
が
滋
賀
県
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
者
数
が
第
何
波
も
来
る
中
、
ち
ょ
う

ど
次
の
波
と
の
狭
間
で
落
ち
着
い
た
と
い
う
事

で
、
今
回
は
行
け
る
ん
だ
！
と
意
気
揚
々
と
切

符
を
手
配
し
て
心
浮
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
前

日
に
急
遽
中
止
と
な
っ
た
残
念
な
事
も
経
験
し

ま
し
た
。
で
も
、
今
年
は
池
田
町
で
も
花
火
大

会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
場
の
方
と
の
交
流
の
場
（
飲
み
会
）
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
だ
い
ぶ
日
常
が
戻
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
な
か
っ

た
ら
こ
こ
ま
で
定
着
、
浸
透
し
な
か
っ
た
事
と

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
の
定
着
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
浸
透
な
ど
平
時
で
は
無
く
て
も
ど
う
に
か
な

る
物
を
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
使
わ
ざ
る
を
得

な
い
（
ま
た
は
、
使
っ
た
方
が
よ
い
）
状
況
の

中
で
コ
ロ
ナ
だ
っ
た
か
ら
出
来
た
事
も
た
く
さ

ん
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
る
意
味
よ
か
っ
た

事
だ
と
思
い
ま
す
。
本
来
の
町
の
人
の
姿
を
今

年
の
夏
は
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
私
も
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
趣
味

を
通
し
て
信
州
の
夏
を
今
年
は
た
く
さ
ん
満
喫

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

砂
田
砂
田    

祐
介
祐
介

総
務
課

総
務
課    

企
画
係

企
画
係

　

夏
が
来
ま
し
た
！

　

夏
が
来
ま
し
た
！

住まいが被害を受けたとき最初にすること住まいが被害を受けたとき最初にすること
　

災
害
な
ど
で
住
ま
い
が
被
害
を
受
け
た
と
き
は
、
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
に
何
か
ら
手

を
付
け
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
被
災
者
の
方
々
が
１
日
も

早
く
日
常
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
行
政
も
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
動
き
ま
す
。

そ
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
も
被
害
状
況
の
写
真
を
撮
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

家
の
被
害
状
況
を
写
真
で
記
録
し
ま
し
ょ
う

家
の
被
害
状
況
を
写
真
で
記
録
し
ま
し
ょ
う

　

片
付
け
や
修
理
前
に
家
の
被
害
状
況
を
写
真
に
撮
っ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
公
的

支
援
を
受
け
る
際
や
、
保
険
会
社
に
損
害
保
険
を
請
求
す
る
際
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。

家
の
外
の
撮
り
方

家
の
外
の
撮
り
方

・
な
る
べ
く
４
方
向
か
ら
撮
り
ま
し
ょ

う
。

・
浸
水
し
た
場
合
は
浸
水
の
深
さ
が
分

か
る
よ
う
に
撮
り
ま
し
ょ
う
。

※
メ
ジ
ャ
ー
な
ど
を
あ
て
て
「
引
き
」

「
寄
り
」
の
写
真
を
撮
る
と
被
害
の

大
き
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

家
の
中
の
撮
り
方

家
の
中
の
撮
り
方

・
被
災
し
た
部
屋
ご
と
の
全
景
写
真
を
撮

り
ま
し
ょ
う
。

・
被
災
箇
所
の
「
寄
り
」
の
写
真
を
撮
り

ま
し
ょ
う
。

《
想
定
さ
れ
る
撮
影
箇
所
》

内
壁
、床
、窓
、出
入
口
、サ
ッ
シ
、ふ
す
ま
、

障
子
、シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、洗
面
台
、

便
器
、ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど

【
問
い
合
せ
先
】総
務
課  

危
機
管
理
対
策
室　

℡（
６
２
）３
１
３
１

住
民
課  

課
税
係　
　
　
　
　

℡（
６
２
）２
２
０
３

№ 92
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４
月
に
１
年
生
53
人
が
加
わ
り
、
令
和
５
年
度
の
池
田
工

業
高
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
１
カ
月
が
経
過
し
た
５
月
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
本
校
で
は
集
団
感

染
や
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生
も
無
く
一
学
期
の
諸
行
事
を
計
画

通
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
・
・
入
学
式

　
　
　
　
　

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
発
足
式

　

５
月
・
・
校
外
朝
清
掃
・
防
災
訓
練

　

６
月
・
・
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
・
芸
術
鑑
賞

　

７
月
・
・
求
人
票
受
付
・
１
年
生
就
業
体
験

　

９
月
以
降
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

　

９
月
・
・
就
職
試
験
開
始

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　
　
　
　
　

ロ
ボ
コ
ン
イ
ン
信
州

　

10
月
・
・
池
工
祭
（
14
日
・
15
日
）

　
　
　
　
　

校
外
朝
清
掃
・
立
会
演
説
会

　

11
月
・
・
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
・
２
年
生
修
学
旅
行

　　

特
に
、
今
年
度
の
池
工
祭
は
来
場
制
限
の
な
い
従
来
の
形

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
来
校

を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

Vol.89

令
和
５
年
度
ス
タ
ー
ト

　

暑
い
時
期
が
続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
対
策
は

出
来
て
い
ま
す
か
？　

今
回
は
熱
中
症
の
原
因

や
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
す
べ
き
点
を
お
伝

え
し
ま
す
！

　

気
温
や
湿
度
が
高
い
中
に
長
時
間
い
る
と
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
の
不
足
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪

く
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
体
温
調
節
が
う
ま

く
い
か
な
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
調
不
良
を

起
こ
し
ま
す
。

　

軽
度
（
Ⅰ
度
熱
中
症
）

　

・
大
量
の
発
汗
・
め
ま
い
、
た
ち
く
ら
み

　

・
手
足
の
し
び
れ

　

・
こ
む
ら
返
り
、
四
肢
の
つ
り

　

意
識
が
ま
だ
し
っ
か
り
し
て
い
る
た
め
、

水
分
補
給
を
し
っ
か
り
し
て
日
影
や
涼
し

い
場
所
で
休
息
す
れ
ば
病
院
受
診
を
し
な

く
て
も
回
復
可
能
で
す
。

　

中
等
度
（
Ⅱ
度
熱
中
症
）

　

・
強
い
倦
怠
感（
だ
る
さ
）・
頭
痛
、
吐
き
気

　

・
集
中
力
、
判
断
力
の
低
下

　

ぼ
ー
っ
と
し
た
り
、
意
識
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
水
分
補
給

が
自
分
で
出
来
る
よ
う
な
ら
軽
度
と
同
様

に
安
静
に
休
め
ば
症
状
は
改
善
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
水
分
が
自
分
で
摂
れ
な
い
場
合

は
点
滴
治
療
が
必
要
に
な
る
の
で
病
院
の
受

診
が
必
要
に
な
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

重
度
（
Ⅲ
度
熱
中
症
）

　

・
意
識
障
害
（
名
前
、
場
所
が
言
え
な
い
）

　

・
熱
け
い
れ
ん
・
高
体
温

　

す
ぐ
に
病
院
を
受
診
、
ま
た
は
救
急
車
を

要
請
し
て
く
だ
さ
い
。
家
で
安
静
に
し
て
い

る
だ
け
で
は
症
状
が
改
善
し
ま
せ
ん
。

①
水
分
補
給
の
実
施

　

水
や
お
茶
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
や
経
口
補
水
液
な
ど
塩
分
を
含
ん
だ

水
分
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
帽
子
、
日
傘
の
使
用

　

外
出
時
は
日
差
し
を
直
に
受
け
な
い
よ

う
に
、
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
エ
ア
コ
ン
の
適
切
利
用

　

暑
く
な
っ
て
か
ら
付
け
る
の
で
は
な
く
、

部
屋
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
こ
ま

め
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
涼
し
い
部
屋
へ
移
動
し
、
衣
服
を
緩
め
て
安

静
に
休
む

②
氷
の
う
や
、
保
冷
剤
な
ど
で
冷
や
す

　

首
の
周
り
、
わ
き
の
下
、
太
も
も
の
付
け

根
な
ど
太
い
血
管
の
通
る
場
所
を
冷
や
す

の
が
有
効
的
で
す
。

③
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
と
る
。

　

冷
房
機
器
を
上
手
に
使
用
し
、
気
温
の
上
が

る
時
間
の
外
出
を
控
え
、
涼
し
い
時
間
帯
に
買

い
物
に
行
く
な
ど
し
て
、
対
策
を
実
施
し
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９北アルプス広域南部消防署　℡ ６２－０１１９

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
！

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
！

そ
も
そ
も
熱
中
症
と
は
？

そ
も
そ
も
熱
中
症
と
は
？

熱
中
症
の
症
状

熱
中
症
の
症
状

熱
中
症
の
予
防

熱
中
症
の
予
防

熱
中
症
の
応
急
手
当

熱
中
症
の
応
急
手
当

▲入学式▲デュアルシステム発足式▲クラスマッチ
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７
月
18
日
、
松
本
蟻
ケ
崎
高
校
書
道
部
３
年
生
の
山
﨑
咲
弥
さ
ん
（
滝
沢
）
が
、
第
16

回
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲
子
園
の
出
場
報
告
の
た
め
、町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
さ
ん
は
中
学
生
の
時
、
池
田
あ
っ
ぱ
れ
に
出
演
し
た
同
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
見
て
感
動
し
、
自
分
も
ぜ
ひ
演
技
を
し
た
い
と
入
部
し
、
活
動
を
続
け
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
部
は
地
域
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
で

演
技
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
会
は
愛
媛
県
四
国
中
央
市
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
21
校
が
出
場
。
同
部
は
「
黒
、

鮮
や
か
に
輝
く
」
を
意
味
す
る
黒
、
鮮
、
輝
の
文
字
を
大
書
し
「
個
人
の
色
が
集
ま
る

黒
は
未
来
へ
踏
み
出
す
力
と
な
る　

変
化
の
先
で
進
化
せ
よ
」
と
添
え
、
大
会
史
上
初

の
４
連
覇
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
高
校
生
活
の
集
大
成
と
し
て
力
を
出
し
切

り
、
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
蟻
ヶ
崎
高
校
書
道
部
生
徒　

町
長
表
敬
訪
問

松
本
蟻
ヶ
崎
高
校
書
道
部
生
徒　

町
長
表
敬
訪
問

　

池
田
松
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

池
田
松
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

見
学
・
試
食
会
開
催　

見
学
・
試
食
会
開
催　

▶
大
会
で
作
品
を
掲
げ
る
生
徒
た
ち

▶
大
会
へ
の
意
気
込
み
を
示
す
山
﨑
さ
ん

　

７
月
25
・
26
日
、
池
田
松
川
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会
と
学

校
給
食
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
給
食
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
の

ほ
か
、
地
産
地
消
や
食
育
推
進
な
ど
取
り
組

み
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
子
ど
も
た

ち
が
食
べ
て
い
る
給
食
の
試
食
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
「
思
っ
た
よ
り
大
勢

の
方
で
作
ら
れ
て
い
て
驚
い
た
」
「
試
食
し

た
給
食
を
参
考
に
作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

◀７月 26 日の献立
　夏野菜カレー
　鶏肉のスタミナ焼き
　コーンサラダ

▲動画などを交え説明していただきました

　

池
田
町
で
は
こ
の
度
、
空
調
機
器
製
造
メ
ー

カ
ー
の
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー
エ
ア
ク
ー
ル
か
ら
、

遠
赤
外
線
ヒ
ー
タ
ー
４
台
と
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
６
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
７
月
13
日
に
池
田
町
役
場
に
て
行
わ

れ
、
西
山
宏
社
長
か
ら
町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
空
調
装
置
は
、
非
常
時
の
備

え
の
ほ
か
、
会
染
保
育
園
や
総
合
体
育
館
、
学
校

関
係
な
ど
で
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

デ
ン
ソ
ー
か
ら
空
調
装
置
を

　

デ
ン
ソ
ー
か
ら
空
調
装
置
を

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た　

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た　

▲町長に目録を手渡す西山社長（写真右）
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満
天
の
星
の
さ
さ
や
き
月
見
草

　
　
　
　
　
横
山
さ
ゆ
み
（
林

　
中
）

川
音
の
な
ぜ
か
う
れ
し
き
簾す

だ
れ

ご
し

　
　
　
　
矢
嶋
さ
ほ
子（
十
日
市
場
）

念
入
り
に
孫
の
手
も
借
り
墓
洗
ふ

　
　
　
　
中
沢

　

恵（
十
日
市
場
）

駆
け
め
ぐ
る
邪じ

ゃ
ね
ん念

の
座
禅
夏な

つ
つ
ば
き椿

　
　
　
　
　
薄
井

　
保
丞
（
南

　
台
）

素す
ど
ま泊

り
を
き
め
こ
む
網あ

み
ど戸

雨
蛙

　
　
　
　
　
橋
戸

　
利
司
（
南

　
台
）

初
物
は
譲ゆ

ず

つ
て
や
る
よ
芋い

も
む
し虫

奴め

　
　
　
　
　
北
原

　
幻
楽
（
一
丁
目
）

峰み
ね
ぐ
も雲

に
初
戦
突
破
の
予
感
か
な

　
　
　
　
　
降
幡
か
ほ
る
（
二
丁
目
）

寝
た
き
り
の
祖
母
口
達
者
青
す
だ
れ

　
　
　
荒
井
ふ
み
江
（
四
丁
目
）

板
前
の
鮎あ

ゆ

に
手し

ゅ
れ
ん練

の
化け

し
ょ
う
じ
お

粧
塩

　
　
　
　
　
　
吉
原
美
代
子
（
五
丁
目
）

あ
ぢ
さ
ゐ
や
裕
次
郎
き
く
小こ

ぬ
か
あ
め

糠
雨

　
　
　
　
石
原

　
孟

　
（
南

　
台
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
を
順
不
同
で
掲
載
。
作
者

の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

11 月号掲載俳句募集

はがきまたはメールに作品 1 点
を記入し、９月末日までに投稿
してください。
作品には①地区名②氏名③電話
番号④中学生以下の方は学校名
と学年を明記してください。投
稿多数の場合は、選者により選
考（10 句以内）して掲載しま
す。なお、選者により語句の訂
正等をさせていただく場合があ
りますので、ご了承ください。

■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）

池田町総務課　総務係
℡ 62-3131

メール
soumu@town.ikeda.nagano.jp

▲寄贈資料の一部
　岡麓自筆による「万葉集十巻」写し（写真中央）

　

岡
麓
を
ご
存
じ
で
す
か
？　

池
田
町
に
住
ん
で
い
て

も
、
そ
の
名
前
を
知
ら
な
い
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

東
京
出
身
の
岡
麓
（
明
治
10
年
～
昭
和
26
年
）
は
、

徳
川
幕
府
で
蘭
学
に
重
き
が
置
か
れ
る
ま
で
幕
府
最
高

医
官
を
司
る
家
に
生
ま
れ
、
歌
人
（
正
岡
子
規
の
門

人
）
、
書
家
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
戦
火
を
逃
れ
る
た
め
東

京
か
ら
明
科
を
経
由
し
て
現
池
田
町
（
旧
会
染
村
内

鎌
）
に
疎
開
を
し
て
来
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
戦
後
、

帰
京
を
叶
え
る
こ
と
な
く
こ
の
地
で
生
涯
を
終
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
自
身
の
歌
の
創
作
に

専
念
す
る
傍
ら
、
書
の
指
導
や
歌
会
を
催
す
な
ど
し
て

地
域
の
人
々
と
の
付
き
合
い
も
楽
し
ま
れ
、
大
切
に
し

ま
し
た
。
な
お
、
酒
造
会
社
「
大
雪
渓
」
の
看
板
文
字

は
、
岡
麓
の
書
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
岡
麓
の
ご
令
孫
・
佐
藤
亨
と
お
る

さ
ん
と
共
に
か

つ
て
会
染
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
と
い
う
矢
口
督
す
す
む

さ

ん
（
滝
沢
）
と
の
交
流
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
佐
藤
さ

ん
か
ら
町
に
岡
麓
の
遺
墨
や
そ
の
他
資
料
な
ど
約
40
点

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
財

資
料
館
で
は
、
今
後
、
機
会
を
設
け
て
み
な
さ
ま
に
も

お
披
露
目
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

岡
麓
の
遺
墨
な
ど
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

岡
麓
の
遺
墨
な
ど
が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

【
問
い
合
せ
先
】教
育
委
員
会  

文
化
財
資
料
館　

℡（
６
１
）１
４
３
０

▲佐藤さん（右から４番目）と矢口さん（右から２番目）
　町長、教育長、文化財保護委員とともに

（
池
田
俳
句
会
選
）
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町
全
体
が
〝
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
〟
に
な
る
よ

う
に
、
ご
近
所
で
声

を
掛
け
あ
っ
て
私
た

ち
の
「
美
し
い
ま
ち
」

を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

　

10
月
７
日
（
土
）
午
前
７
時
～
９
時

　

（
小
雨
決
行
、
予
備
日
翌
日
）

◆
作
業
内
容

　

い
く
つ
か
の
例
を
記
載
し
ま
す
。
他
に

も
各
々
の
ア
イ
デ
ア
で
取
り
組
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

　

・
県
道
歩
道
、
通
学
路
な
ど
の
除
草

　

・
特
定
外
来
植
物
の
駆
除

　

・
町
道
の
除
草
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
清
掃

　

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
の
環
境
整
備

◆
注
意
事
項

　

・
「
道
路
の
除
草
」
は
車
道
に
は
出
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
刈
払
機
を
使
用
す
る

場
合
は
、
飛
び
石
対
策
を
万
全
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

・
除
草
し
た
草
は
適
切
な
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

・
特
定
外
来
植
物
は
、
も
え
る
ご
み
と
し

て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
駆
除
に
取
り

組
む
自
治
会
に
は
後
日
も
え
る
ご
み

袋
を
配
布
し
ま
す
。

【
問
】
住
民
課　

環
境
係

℡
（
６
２
）
２
２
０
３

　

大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
「
人
権
特
設
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

　

「
近
隣
、
家
庭
、
相
続
、
い
じ
め
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
女
性
差
別
等
」
の

心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

《
日
時
》
９
月
１
日（
金
）午
前
９
時
～
正
午

《
会
場
》
交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で

《
相
談
担
当
者
》
人
権
擁
護
委
員

【
問
】
大
町
人
権
擁
護
委
員
協
議
会　

℡
（
２
２
）
０
３
７
９

　

１
９
９
４
年
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｉ
）
が
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
と
共
同
で
毎
年
９
月
21
日
を
「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
、
９
月
を
「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
と
定
め
て
お
り
、

日
本
で
も
認
知
症
へ
の
理
解
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
図
書
館
に
認
知
症
に
関
す
る
資

料
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
あ
づ

み
病
院
で
は
外
来
待
合
モ
ニ
タ
ー
に
て
認
知

症
に
関
す
る
案
内
の
放
映
、
外
来
２
階
認
知

症
外
来
前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
で
は
ご
家
族
や
友
人
同
士
、
地

域
の
仲
間
な
ど
と
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
少

人
数
で
も
開
催
で
き
ま
す
の
で
、
内
容
な
ど

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
健
康
福
祉
課

　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動
は
、
結
核
や
肺

が
ん
な
ど
の
胸
部
疾
患
を
な
く
し
、
健
康
で

明
る
い
社
会
を
目
指
す
募
金
活
動
で
す
。
町

で
は
、
こ
れ
ま
で
自
治
会
に
募
金
活
動
へ
ご

協
力
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
５
年

度
よ
り
、
募
金
活
動
は
個
人
の
意
思
に
よ
り

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
募
金
期
間
》

　

９
月
１
日
（
金
）
～
９
月
20
日
（
水
）

《
募
金
箱
設
置
場
所
》

　

健
康
福
祉
課
窓
口

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
の
郷
内
）

　

※
募
金
箱
の
設
置
は
、
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

【
問
】
健
康
福
祉
課　

健
康
増
進
係　

℡
（
６
１
）
５
０
０
０

　

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
概
要
な
ど
の
説
明
会
並
び
に
、
登

録
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
を
対
象
に
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

《
会
場
》
大
町
税
務
署　

会
議
室

《
日
時
》
（
同
日
に
２
回
開
催
）

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　
　

９
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

登
録
要
否
相
談
会

　
　

９
月
14
日
（
木
）
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～

　

※
事
前
予
約
制
で
す
。
９
月
13
日
（
水
）

ま
で
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

【
問
】
大
町
税
務
署

　

個
人
課
税
部
門　

℡
（
２
２
）
０
６
７
４

　

法
人
課
税
部
門　

℡
（
２
２
）
０
８
９
２

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
行
動
デ
ー
に

ご
参
加
く
だ
さ
い　

　

「
人
権
特
設
相
談
所
」
開
設　

９
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い　

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

登
録
要
否
相
談
会　
　
　
　

開
催　
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高
瀬
中
学
校
で
は
、
例
年
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
下
、
地
区
毎
に
資

源
物
回
収
を
し
て
、
生
徒
会
（
高
瀬
祭
）
の

活
動
費
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
生
徒
数
減
少
に
よ
り
回
収
困
難
な
地

区
が
出
て
い
る
た
め
、
８
日
間
の
回
収
期
間

を
設
け
、
学
校
へ
届
け
て
い
た
だ
く
方
法
に

よ
り
回
収
し
ま
す
。
以
前
の
よ
う
に
、
ご
家

庭
に
回
収
に
は
伺
い
ま
せ
ん
の
で
お
気
を
つ

け
く
だ
さ
い
。
回
収
す
る
も
の
は
ア
ル
ミ
缶

と
牛
乳
パ
ッ
ク
の
２
点
で
す
。

　

な
お
、
学
校
へ
届
け
る
方
法
が
な
い
な
ど

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
校
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
回
収
期
間
》

　

８
月
28
日
（
月
）
～
９
月
４
日
（
月
）

《
回
収
場
所
》

　

高
瀬
中
学
校　

生
徒
昇
降
口
北
側

【
問
】
高
瀬
中
学
校　

℡
（
６
２
）
２
１
７
１

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で
す
。

　

私
た
ち
司
法
書
士
は
、
皆
さ
ま
の
貴
重
な

財
産
権
を
は
じ
め
、
権
利
の
保
護
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
法
の
日
を
中
心
に
「
司

法
書
士
無
料
法
律
相
談
」
を
実
施
し
て
、
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

《
日
時
》

　

10
月
３
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

《
場
所
》

　

交
流
セ
ン
タ
ー
か
え
で　

学
習
室
１

《
相
談
内
容
》

　

・
不
動
産
の
登
記
、
会
社
（
法
人
）
の
登

記
に
関
す
る
も
の

　

・
不
動
産
の
売
買
・
贈
与
な
ど
に
関
す
る

も
の

　

・
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
者

　

・
相
続
登
記
の
義
務
化
に
関
す
る
も
の

　

・
空
き
家
に
関
す
る
も
の

　

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
財
産
管
理

や
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
関
す
る

も
の　

な
ど

《
予
約
に
つ
い
て
》

　

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　

※
予
約
受
付
期
間

　
　

９
月
22
日
（
金
）
～
10
月
２
日
（
月
）

（
午
後
３
時
締
め
切
り
）

【
問
・
予
約
】

　

長
野
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部

℡
（
２
３
）
７
８
５
５

　

広
報
８
月
号
掲
載
「
今
月
の
短
歌
」
に

て
、
間
違
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

◆
綱
島
か
つ
江
さ
ん
の
短
歌

《
誤
》
く
り
や
べ
の
窓
に
ゆ
ら
ゆ
ら
花
空
木

青
葉
の
空
に
重
た
げ
揺
る
る

《
正
》
く
り
や
べ
の
窓
に
ゆ
ら
ゆ
ら
花
空
木

青
葉
の
風
に
重
た
げ
に
揺
る
る

《 有 料 広 告 欄 》

池田町空き家バンクに登録しませんか？

●登録された物件は、町ホームページや不動産ポータルサイト「ココスマ安曇野」
　に掲載し、広く紹介していきます。

【問い合せ先】総務課  移住定住係　℡ 62-3131

●売買・賃貸の契約締結後、改修・片づけの補助制度が利用できます。
●中古住宅に付随する小規模な農地も、一緒に売却することが可能です。

空き家をお持ちで、売却や賃貸をお考えの方は、お気軽にご相談ください。

▲最新の情報は
こ ち ら か ら ご
覧ください

池田町空き家バンク制度は、空き家の利活用を目的として、
連携している不動産業者が売却・賃貸を仲介する制度です。

先
月
号
掲
載
内
容
の
訂
正
と
お
詫
び

高
瀬
中
学
校　

資
源
回
収
に
つ
い
て

　

「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」

相
談
所
開
設　
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広
報
い
け
だ

℡
０
２
６
１
（
６
２
）
３
１
３
１　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
１
（
６
２
）
９
４
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

w
.ikedam

achi.net
電
子
メ
ー
ル　

soum
u@

tow
n.ikeda.nagano.jp

発
行
・
編
集　

池
田
町　
　
　
　

   　
　

総
務
課　

総
務
係

〒
３
９
９
‐
８
６
９
６　
　
　
　
　

        

長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
大
字
池
田
３
２
０
３-

６

印
刷　

川
越
印
刷
株
式
会
社　

  

広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、池田町総務課総務係　℡ 62-3131 へどうぞ。

広
報
い
け
だ

　
　
　
令
和
５
年
８
月
発
行

　
　
　
　

２
０
２
３
年
９
月
号
（N

o.683

）

《

有

料

広

告

欄

》
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池田町メール配信サービスにご登録ください池田町メール配信サービスにご登録ください

◀登録はこちらから

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

3 日（日）
池田・松川 吉村医院 61-5666

大町市内 市立大町総合病院 22-0415

10 日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 野村クリニック 85-0085

17 日（日）
池田・松川 みどりクリニック 62-5225

大町市内 伊東医院 22-0077

18 日（月・祝）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210

大町市内 いしぞね内科・外科クリニック 23-2555

23 日（土・祝）
池田・松川 あづみ病院 62-3166

大町市内 柿下クリニック 21-1230

24 日（日）
池田・松川 若林医院 62-2105

大町市内 遠藤内科医院 22-0031

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  

■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

3 日（日） にこにこデンタルクリニック 23-5612

10 日（日） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168

17 日（日） 師岡歯科 62-9781

18 日（月・祝） きらり歯科医院 62-0005

23 日（土・祝） 宮下歯科医院 22-0297

24 日（日） 平林歯科医院 22-1149

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

3 日（日） 松川とをしや薬局 61-1527

10 日（日）

キムラ薬局 62-5210

池田土屋薬局 61-5021

日本調剤北アルプス薬局 85-2333

17 日（日） 内川薬局板取 62-9912

18 日（月・祝） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

23 日（土・祝） キムラ薬局 62-5210

24 日（日）
キムラ薬局 62-5210

フロンティア薬局安曇野店 61-5500

■9月の主な行事
期　　日 行　事　名
17 日（日） なんでもスポーツ体験会 in 大かえで

26 日（火） 高瀬中　体育祭

29 日（金） 高瀬中　高瀬祭

30 日（土） 会染小　運動会
※新型コロナウイルス感染拡大状況によって中止となる場合があります。

■9月の上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

  2 日（土） 小林設備 ０９０-７２１３-７２１８

  3 日（日） 池田商会 ０９０-１０５７-５０００

  9 日（土） （有）みやび設備 ０９０-１８６９-３３５２

  10 日（日） （有）三和テクノ ０９０-１６１３-９４２５

  16 日（土） （株）エムケーシステム ０９０-４４６４-８１４７

  17 日（日） （株）巧誠 ０２６３-８８-５３１１

  18 日（月・祝） スザワ設備 ８５-０８３３

  23 日（土・祝） 北アルプス総合設備 ( 株 ) ８５-２０６３

  24 日（日） （有）ニキ設備工事 ０９０-１４３２-５５９５

  30 日（土） ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ設備 ０９０-１４０９-３２６８

■9月の休日緊急当番医等（当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください）

■人の動き
8月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 9,279人　（-14）
　　　男 4,486人　（-2）　女　4,793人（-12）
●世帯数 4,068世帯（-5）

■9月の納税等
国保税・後期高齢③　　　　   【納期限 10 月 2 日】
※口座振替日は 9 月 28 日（木）です。前日までに残高の確認をお願いします。


